中間敬弌教授 略歴・著作目録 by unknown
中間敬弌教授 略歴・著作目録
雑誌名 關西大學商學論集
巻 48
号 3-4
ページ 519-527
発行年 2003-10-25
URL http://hdl.handle.net/10112/12134
(519) 215 
中間敬文教授 略歴• 著作目録
略歴
1934 (昭和 9年） 1月3日 神奈川県横浜市神奈川区高島台53番地で出生（父・
敬介，母・元の長男として）
現住所兵庫県川西市大和西3丁目21-7 
学歴
1958 (昭和33)年 7月 パルモア学院英語本科 (4年制）卒業（同時に，同学院
英文速記科，英文タイプ科修了）
1964 (昭和39)年3月 関西外国語短期大学米英語科第 2部卒業（英語学専攻）
1966 (昭和41)年 3月 関西大学商学部商学科第2部卒業（商業英語，貿易業務
論専攻）
1982 (昭和57)年8月 University of Ilinois at Urbana-Champaign, School of 
Humanities, Department of English客員研究員（関西大
学在外学術研究員として 1カ年，国際ビジネス・コミュ
ニケーションの研究）
1992 (平成4)年10月 The University of Birmingham, Center for Advanced 
Research in EnglishならびにTheAustralian National 
University Faculty of Asian Studies客員研究員（関西
大学在外調査研究員として 6カ月）
試験•免許等
1963 (昭和38)年8月 運輸省通訳案内業試験（英語）合格，同年12月兵庫県よ
り同免許証交付される
1963 (昭和38)年 9月 日本商工会議所商業英語検定試験Aクラス合格
1963 (昭和38)年9月 日本観光通訳協会第14回ガイド研修関西地区所定の課程
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を修了
1964 (昭和39)年 4月 中学校教諭2級普通免許状（英語）取得
1967 (昭和42)年 7月 日本音声学会第8回英語音声学夏期講座の全課程を修了
1971 (昭和46)年7月 California State University, Long Beach校にて"Business
and Finance"講座の全課程を研修修了
職歴
1958 (昭和33)年4月 （掬H立製作所（大阪国際見本市通訳として建設機械の宜
伝，販売に従事）
1958 (昭和33)年 7月 Lacour博士伝道団の一員として来日したカリフォルニ
ア州サクラメント市第一メソジスト教会牧師WilburA. 
Sanders氏通訳として， 日本基督教団生野伝道所で伝道
に従事 (9月まで）
1958.(昭和33)年11月 ゴレイ・ブッシェル株式会社（本社・スイス）（英文通
信担当として貿易業務に従事，.63年12月まで）
1959 (昭和34)年 7月 Lacour博士伝道団の一員として来Hしたカリフォルニ
ア）、l、|サクラメント市フルートリッジ・クリスチャン教会
牧師MertonD. Brown氏通訳として， 日本基督教団赤穂
教会で伝道に従事 (9月まで）
1964 (昭和39)年 1月 国際電器貿易株式会社（松下電器産業・フィリップス社
［オランダ］合弁）（英文，仏文通信担当として貿易業務
に従事， 68年 4月まで）
教職歴
1968 (昭和43)年4月 関西外国語短期大学専任講師
1972 (昭和47)年4月 関西外国語短期大学助教授
1974 (昭和49)年4月 関西大学商学部専任講師
1975 (昭和50)年4月 関西大学商学部助教授
1976 (昭和51)年10月 商学部学生主任 (1カ年）
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1978 (昭和53)年10月 一般教育等研究センター研究貝 (2カ年）
1983 (昭和58)年4月 関西大学商学部教授（現在に至る）
1983 (昭和58)年10月 関西大学商学部長代理 (1カ年）
1984 (昭和59)年10月 学部学生相談主事 (1カ年）
国際交流委員会委員 (1カ年半）
1984 (昭和59)年4月 関西大学大学院商学研究科博士課程前期課程（国際ビジ
ネス・コミュニケーション研究担当，現在に至る）
1986 (昭和61)年4月 就職主事 (1カ年半）
1987 (昭和62)年10月 関西大学国内研修員 (6カ月）
1990 (平成 2)年10月 関西大学商学部長 (1カ年）
学校法人関西大学評議員．関西大学大学協議会協議員(1
カ年）
1991 (平成 3)年 9月 学部学生相談主事 (1カ年）
1995 (平成 7)年6月 関西大学大学協議会協議員 (2カ年）
1995 (平成 7)年10月 関西大学国内研修貝 (6カ月）
1997 (平成 9)年4月 関西大学大学院商学研究科博士課程後期課程（国際ビジ
ネス・コミュニケーション特殊研究担当，現在に至る）
1997 (平成 9)年4月 入学試験主事 (2カ年）
1997 (平成 9)年6月 関西大学大学協議会協議員 (2カ年）
1997 (平成 9)年10月 大学院委員会委員 (2カ年）
2002 (平成14)年4月 関西大学年史編纂委員会委員（現在に至る）
非常勤講師歴
1964 (昭和39)年4月 関西外国語短期大学（ビジネス・イングリッシュ，英作
文担当， 68年3月まで）
1966 (昭和41)年4月 関西外国語大学（演習，英語文法論担当， 74年3月まで）
1974 (昭和49)年4月 神戸市外国語大学(1974年度，商業英語； 1975年度以降，
英文講読，作文・会話，英語学特殊講義担当， 1989年3
月まで，但し1982,83, 87年度を除く）
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1975 (昭和50)年4月 神戸商科大学（英文講読，時事英語担当， 1カ年）
1988 (昭和63)年4月 園田学園女子大学（英作文 I, I担当， 1カ年）
1989 (平成元）年4月 甲南女子大学（商業英語担当， 1カ年）
1994 (平成 6)年4月 同 上（時事英語，英語担当， 1カ年）
1996 (平成8)年4月 大阪経済大学（ビジネス英語，英語担当， 02年3月まで）
その他
1976 (昭和51)年5月 大阪商工会議所商業英語事業専門委員(2002年3月まで）
1980 (昭和55)年4月 日本商工会議所商業英語検定専門委員 (82年3月まで）
1994 (平成 6)年4月 日本商工会議所商業英語検定専門委員 (96年3月まで）
1971 (昭和46)年7月 日米協会， CIEE主催 "Businessand Finance"講座に
参加する中堅銀行員グループ (41名）のリーダーとして
渡米．同講座をCaliforniaState University, Long Beach 
校で受講．その後連邦準備銀行他10銀行 (San
Francisco, Los Angeles; Long Beach, Denver, Chicago, 
Washington, D.C., New Yorkの各市）にて研修 (2カ月
間）
1972 (昭和47)年10月-1月 大阪市経済局．財団法人大阪輸出協会主催ビジネ
ス英語通信文セミナー講師 (89年度まで．但し82年度を
除く）
1979 (昭和54)年7月-9月 大阪商工会議所主催「貿易英語講座」講師
1995 (平成 7)年5月-6月 大阪商工会議所主催第54回「貿易研修セミナー」
講師
所属学会（入会順）
H本時事英語学会
国際ビジネスコミュニケーション学会（監事1974, 75, 76年度．研究年報委員
1991, 92, 93年度）
Association for Business Communication (1982-1999) 
日本英語学会
全国語学教育学会 (JALT)
H本英語表現学会
大学英語教育学会
American Dialect Society 
著書
著作目録
『商業英語の語法』 (vi+ 271 pp.)第5版大修館書店 1999年5月
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『国際ビジネス英語一Englishfor International Businessー 』関西大学生協
1996年4月
論文
「PredicateAppositiveに関する一考察」『関西外国語大学研究論集』第15号
1970年4月
「英語表現に見られる直接性と間接性—to と forについて一」『同 上』第17号
1971年9月
「英語表現に見られる直接性と間接性―他動詞＋目的語と自動詞＋前置詞＋目的
語一」『同上』第19号 1972年9月
「商業英語における分詞構文の考察」『同 上』第21号 1973年11月
「'agreewith something' に関する一考察」『関西大学商学論集』第19巻第3. 
4号合併号 1974年10月
「'theamount due us' に関する一考察」『同 上』第20巻第 3・4・5号合併
号 1975年11月
「理由を表す 'dueto' に関する一考察」『同 上』第21巻第 5号 1976年12月
「'Basedon ., we . .'の構造に関する一考察」『同 上』第22巻第3・4号 1977 
年12月
「「英語習熟度調査」の結果について」関西大学一般教育等研究センター『研究
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センター報』第4号 1980年3月
「'Asrequested, we . .'に関する一考察」『関西大学商学論集』第25巻第 2号
1980年6月
"A Study of the Pattern,'Based on ., we . .'" KANSAI UNIVERSITY 
REVIEW of ECONOMICS and BUSINESS, Vol. 9, Nos: 1-2 1980年12月
「英語商業通信文のComplimentaryCloseに関する一考察」『関西大学商学論集』
第26巻第4号 1981年10月
「ComplimentaryCloseの用法について」『同 上』第26巻第 5号 1981年12月
“旱in'theamount due (to) us'" KANSAI UNIVERSITY REVIEW of 
ECONOMICS and BUSINESS, Vol. 10, Nos. 1-2 1981年12月
「Receivedof .とReceived.from .について」『関西大学商学論集』第33巻第1号
1988年4月
「副詞 'above' の形容詞用法について」『同 上』第36巻第 5号 1991年12月
「'Bilion' と 'Trillion' の用法について」『同 上』第37巻第 3・4号合併号
1992年10月
「副詞 'below' と 'today' に関する一考察」『同 上』第40巻第4・5号合併
号 1995年12月
「'Subjectto ..'とその類例の用法について」『同 上』第41巻第 3・4号合併
号 1996年10月
「主語にかかるPredicateAppositive」『同 上』第42巻第6号 1998年3月
"An Inquiry into the Predicate Appositive" KANSAI UNIVERSITY 
REVIEW of BUSINESS and COMMERCE, No.2・2000年3月
「目的語にかかるPredicateAppositive」『関西大学商学論集』第46巻第 1・2号
合併号 2001年6月
翻訳
'Science for Pleasure' 
月. 5月
'Lifelong Learning' 
『BusinessEnglish』第30巻第4,5号 1974年4
『同上』第31巻第7, 8号 1975年7月， 8月
'Planning an Event' 
学会報告
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『同上』第32巻第 1. 2号 1976年 1月. 2月
1972年10月1日 「英語商業通信文に見られるルースな語法について」日本時事
英語学会第14回年次大会（於：茜屋大学）
1972年11月25日「商業英語における語法考察」日本商業英語学会第32回年次大会
（於：関西外国語大学）
1974年11月6日「theamount due (to) usにおけるtoの脱落について」関西大学
商学会1974年度定例研究会
1978年 6月17日「 'Basedon…, we. ◆●'はルースな語法か」日本商粟英語学会関西
支部 第83回研究発表会（於：関西大学）
1986年 3月21日「商業英語の評価について」日本尚業英語学会関西支部 第105
回研究発表会（於：梅田・阪急グランドビル）
1991年12月21日「副詞 'above' の形容詞用法について」日本商業英語学会関西
支部 第120回研究発表会（於：関西大学）
2001年12月15B 「Subjectto prior sale(s)とRainCheckについて」日本商業英語
学会関西支部 第2001-3回研究発表会（於：関西大学）
研究ノート
「分詞構文研究」『BusinessEnglish』第29巻第 2号 1973年2月
「分詞構文は何故弱いか」『同 上』第29巻第 3号 1973年3月
「分詞構文はどのように使われるか」 (1)(2)『同 上』第29巻第 4,5号 1973年
4, 5月
「Importers& Exportersについて」 (1)(2)(3)『同上』第29巻第 6,7, 8号
1973年6,7, 8月
「AFirm of Exportersについて」 (1X2)『同上』第29巻第 9, 10号 1973年 9,
10月
「テレビアンテナの引合に答える」『同 上』第29巻第 9号 1973年 9月
「Thegoods arrived damagedについて」『同上』第29巻第11号 1973年1月
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「Enclosedwe are sending~ について」『同上』第29巻第12号 1973年12月
「Asfollowsについて」『同上』第30巻第 1号 1974年1月
「Asrequestedについて」『同上』第30巻第 2号 1974年2月
「Wehave the pleasure of informing .について」『同上』第30巻第3号 1974
年3月
「深い考察のすすめ」 (1X2X3)『同 上』第30巻第 6,7., 8号 1974年6,7, 8月
「引合とその回答」『同 上』第30巻第 9号 1974年9月
「初回注文増額の依頼」『同 上』第31巻第 9号 1975年9月
「信用状の修正依頼」『同 上』第32巻第10号 1976年10月
「銀行名と会社住所の変更通知」『同 上』第33巻第9号 1977年9月
「電子部品の引合に答える」『同 上』第34巻第 9号 1978年9月
「theamount血g堕 usとtheamount 血~us」 (1)(2)(3) 『同上』第34巻第10,
11, 12号 1978年10, 11, 12月
「麟 1Q.illness he was absentは正しいか」 (1X2X3)『同上』第35巻第1, 2 , 3 
号 1979年1,2, 3月
「動詞helpについて」『同 上』第35巻第4号 1979年4月
「・weagree with something' について」 (1)(2)『同上』第35巻第 5,6号
1979年5,6月
「英語は人間中心の言葉である」 (1X2)『同 上』第35巻第 7, 8号 1979年7, 8 
月
「レンズの引合に答える」『同 上』第35巻第 9号 1979年9月
「Warehouseについて」『同上』第35巻第10号 1979年10月
「Bookは本か」『同上』第35巻第11号 1979年11月
「船積みするとtom_辿g_shipment」『同 上』第35巻第12号 1979年12月
雑
「通訳案内業国家試験について」『ESSAYS』第 3号 1964年 7月
「民間外交はきみにもできる」『I.G. C. タイムズ』 1968年7月
「ほしい深い考察」『関西外語通信』第 7号 1971年4月
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「商業英語」『関西大学 商学論集』学習指導号 1974年4月
「下宿時代の回想」『大学』 1978年4月
「自分のものにする外国語」『'81関西大学』 1981年4月
「カナダの言語戦争」『葦』第69号 1984年12月
「商業英語ゼミナールあれこれ」『葦」第73号 1986年4月
「InterpreterかInterrupterか」『園田学園女子大タイムズ』 1988年8月
「国際ビジネス英語」『関西大学商学論集』商学研究ガイド 1991年4月
「国際ビジネス・コミュニケーション演習」『葦』第122号 2002年8月
講演
「国際コミュニケーションと英語」関西大学商学部第 2部 1984年10月25日
「国際コミュニケーションとエスペラント」関西大学商学部第 1部 1984年10月
26日
「世界のことばとコミュニケーション」第14回吹田市民大学教養講座 1985年6
月28日
